
基本計画総論
基本計画各論 修正前 修正後

1 基本計画総論 第5章 施策の大綱 1 （１） ① ⑤ 順番        14日 特別委員会  確
認      行政 最大 責務 市民 命 守     
      ③ 健康    推進 医療     充実 一
番最初に挙げられるものではないかと考えます。基本構想ｐ
７      目標（１）      市民 生命 財産 
守り、安全に暮らせるまちづくりを進める・・・」と記載されてい
ます。

順番を③①②④⑤と入れ替えてはどうでしょ
うか。

秘書企画課 修正  意見 踏   修
正します。

■施策の大綱
①高齢者の生活を支えるサービスの実施
②障がい者の日常生活と社会生活における支援の
実施
③健康    推進 医療     充実
④地域防災体制の充実
⑤生活の安全の確保

■小分野
111高齢者保健福祉・地域福祉
121障がい者保健福祉
131健康づくり
132医療
141防災
142消防
151生活安全

■施策の大綱
①健康    推進 医療     充実
②高齢者の生活を支えるサービスの実施
③障がい者の日常生活と社会生活における支援の
実施
④地域防災体制の充実
⑤生活の安全の確保

■小分野
111健康づくり
112医療
121高齢者保健福祉・地域福祉
131障がい者保健福祉
141防災
142消防
151生活安全

2 基本計画総論 第5章 施策の大綱 1 （３）  人権 尊重   市民 輝  文化 薫 高       
ていますので、最初に②となっている人権の尊重を先に記載
すべきではないかと考えます。

順番を②①と入れ替える。 秘書企画課 修正  意見 踏   修
正します。

■施策の大綱
①市民参画 協働 地域       活性化
②人権の尊重
③生涯学習・文化・スポーツ活動の推進

■小分野
311 市民協働 地域      
321 人権・多文化共生
312 男女共同参画
331 生涯学習・スポーツ
332 歴史・文化振興

■施策の大綱
①人権の尊重
②市民参画 協働 地域       活性化
③生涯学習・文化・スポーツ活動の推進

■小分野
311 人権・多文化共生
312 男女共同参画
321 市民協働 地域      
331 生涯学習・スポーツ
332 歴史・文化振興

3 基本計画総論 第5章 施策の大綱 1 （４） ① ④ 順番        市民憲章    豊  緑 
自然と歴史・・・」とありますので、最初に④がくるのではない
かと考えます。

順番を④③①②としてはどうでしょうか。 秘書企画課 原案どお
り

市民憲章 文言 
並びと施策大綱の並
びに関連性は設けて
ないことから、原案ど
おりとします。

4 基本計画総論 第5章 施策の大綱 ２ （４） 人口構造の変化の中で高齢化は大きな現象。増加する高
齢者 生活構造 変化 対応       今後20年間
かけて高齢者が地域の支え合いの中で生き生きと暮らし続
    仕組  構築       重要 行政課題 戦略
的施策に「高齢者保健福祉・地域福祉」の施策を位置づ
けるべき。

表に以下を追加
施策の大綱：（１）①高齢者の生活を支
えるサービスの実施
施策：高齢者保健福祉・地域福祉(1‐1‐
1） 「地域包括ケアシステム」、「地域福祉
活動」
取組：①１、①２、③１、③２

秘書企画課 修正  意見 踏   修
正しました。

■施策の大綱
(１)①高齢者の生活を支えるサービスの実施
■施策・取組
高齢者保健福祉・地域福祉(1‐1‐1） 「地域包
括ケアシステム」
・介護予防・日常生活支援総合事業の充実
 自立支援 向  介護予防 重度化防止 推進
「地域福祉活動」
 高齢者 地域 日常的 交流    通  場 
の拡充
・地域福祉活動が機能するための環境整備
・シルバー人材センター活性化支援と高齢者の就
労支援

5 基本計画各論 111
↓
121

高齢者保
健福祉・地
域福祉

③ ③3 「シルバー人材センターが高齢者就労に関する情報提供を
行   読   

高齢者が生きがいをもって働ける場の拠点と
して、シルバー人材センターの活性化に向け
た支援や高齢者就労に関する情報提供を
行    

高齢者が生きがいをもって働ける場の拠点で
ある、シルバー人材センターの活性化に向け
た支援、及び高齢者就労に関する情報提
供 行    

高齢施策課 修正  意見 踏   修
正しました。

③３ 高齢者が生きがいをもって働ける場の拠点と
して、シルバー人材センターの活性化に向けた支援
や高齢者就労 関  情報提供 行    （高
齢施策課・商工観光課・地域包括ケア推進課）

③３ 高齢者が生きがいをもって働ける場の拠点と
なるシルバー人材センターの活性化に向けて支援す
るとともに、高齢者就労 関  情報提供 行  
す。（高齢施策課・商工観光課・地域包括ケア推
進課）
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1

市議会からの意見と対応一覧 ［資料２］



基本計画総論
基本計画各論 修正前 修正後

№
対象箇所 意見 対応
章番号 項目番号 内容

(修正理由  )
※具体的な修正提案 担当課 対応 意見 対  考 方 修正前 修正後小分野 細分野・項目

6 基本計画各論 131
↓
111

健康づくり ① 現状と課題   段落 市民 実践  内容    若 頃    子 
もを含むとは捉えがたく、①４が唐突である。

また、子どもの生活習慣病も問題となってお
り、対策が必要です。 を追加する。

健康課 修正  意見 踏   修
正しました。

■2段落目
健康寿命の延伸への関心が高まっていますが、健
康維持･増進  市民 死亡原因 第1位   
るがんや生活習慣病※1への若 頃からの対策が
重要        市民一人    健康    
取 組 意識   高  定期的 健（検）診受
診率向上 向  取組 適切 食事 運動   
こ対策が実践できるように、引き続き支援することが
必要です。

■2段落目
健康寿命の延伸への関心が高まっていますが、健
康維持･増進  市民 死亡原因 第1位   
るがんや生活習慣病※1への子どもの頃からの対策
 重要        市民一人    健康   
 取 組 意識   高  定期的 健（検）診
受診率向上 向  取組 適切 食事 運動  
ばこ対策が実践できるように、引き続き支援すること
が必要です。

7 基本計画各論 132
↓
112

医療 ① 現況と課題 ○ 整備中   施設 整備 進行       誤解 与
える。
○ 現況等      調査 行    課題抽出 経過 
  不要 
○調査結果 踏  各医療分野 現状 記載     
が課題が記載されていない。

○充実に向けて整備中です。
○地域医療 現況等       調査 行
     調査結果      救急医療 
は、・・
○課題について記載なし。

○充実に向けて取組を進めています。
○地域医療 現況     救急医療 
は・・
○（記載例）以上    現状 踏   
地域 医療機関 連携   地域医療  
らなる充実に向けた取組が必要となっていま
す。

地域医療課 修正  意見 踏   修
正しました。

平成27(2015)年 開院  生駒市立病院 地
域医療 充実 向  整備中です。また、県では、
新元号7(2025)年 目標年次   地域医療構
想 基   本市 含 西和医療圏内 医療機
関が担う役割についての話し合いが始まっています。
一方 本市    地域医療 現況等     
急性期 回復期 慢性期 在宅医療 各医療機
能     市民 適時 必要 医療 受   
        視点  調査 行     調査結
果については、救急医療   軽症患者 搬送件
数 多     重症傷病者 搬送困難症例 全
国 比較  多        小児二次医療 
  救急 含  市外医療機関 依存      
入院医療   脳卒中 虚血性心疾患等迅速 
治療 開始  予後 大  影響     生活
圏内 治療 受     望       入院先
 約半数 市外医療機関        

平成27(2015)年 開院  生駒市立病院 地
域医療 充実 向  取組を進めています。また、
県   新元号7(2025)年 目標年次   地
域医療構想 基   本市 含 西和医療圏内
 医療機関 担 役割     話 合  始  
ています。
一方 本市    地域医療 現況等     
救急医療   軽症患者 搬送件数 多   
  重症傷病者 搬送困難症例 全国 比較 
 多        小児二次医療   救急 含
  市外医療機関 依存      入院医療 
  脳卒中 虚血性心疾患等迅速 治療 開始
  予後 大  影響     生活圏内 治療 
受けることが望ましいですが、入院先の約半数が市
外医療機関        
以上    現状 踏   地域 医療機関 連
携   地域医療     充実 向  取組 
必要となっています。

8 基本計画各論 132
↓
112

医療 ① ①1      以降 救急医療     取組   独立   
方が読みやすい。

①1市民    …取 組       救
急搬送・・

①1市民    …取 組    
①2救急搬送・・

地域医療課 修正  意見 踏   修
正しました。

①１ 市民     地域医療の状況分析に基づ
き、医療需要 適合  医療提供体制 構築  
   地元医師会     地域 医療機関  
連携 協力体制 整備 取 組    また、救急
搬送データをもとに、病病連携の強化をはじめとする
救急医療 充実    取組 進    （地域
医療課）

①１ 市民     地域医療の現状把握を進
め、それらの分析に基づき医療需要 適合  医
療提供体制 構築     地元医師会   
  地域 医療機関  連携 協力体制 整備 
取 組    （地域医療課）
①２ 救急搬送データをもとに、病病連携の強化を
      救急医療 充実    取組 進  
す。（地域医療課）

9 基本計画各論 141 防災 ① 現況と課題
行政 ５年
間の主な取
組

急傾斜地が多い本市にとって急傾斜地の安全対策（治山
事業等） 取組 不可欠 県 事業      市 関
与は必要。

○大規模災害発生  不安 高     
す。

本市では・・
○取組について記載なし。

○大規模災害発生  不安 高     
す。

特 本市   急傾斜地 多  河川氾濫
 怖    区域 広       奈良県
 協力  治山 治水対策 推進     
必要となっています。
①4奈良県 協力  治山対策 推進  
す。

事業計画課
防災安全課

修正  意見 踏   修
正しました。

■現状 課題 1段落目
近年 全国各地 大  被害     地震 台
風による被害が相次いでおり、大規模災害発生へ
 不安 高       

■行政 5年間 主 取組
記載なし

■現状 課題 1段落目
近年 全国各地 大  被害     地震 台
風による被害が相次いでおり、大規模災害発生へ
 不安 高       特に、本市では土砂災害
警戒区域 多      県 協力  土砂災害
対策に取り組む必要があります。

■行政 5年間 主 取組
①４ 県 協力  土砂災害対策 取 組    
（事業計画課・防災安全課）

10 基本計画各論 141 防災 ① 市民    
こと

阪神淡路大震災等 経験   家具   圧死 危険性
が指摘されているが、建物の耐震化に隠れ、危険性の認知
度 低  明確 強調  必要性    

自宅 耐震強度 危険性 知  自宅 耐震強度  家具 配置 含  
危険性を知る。

防災安全課 修正  意見 踏   修
正しました。

① 自宅 耐震強度 危険性を知る。 ① 自宅 耐震強度 、家具の配置も含めた危険
性を知る。

11 基本計画各論 141 防災 ② 市民    
こと

防災拠点施設だけでは対応が困難な地域もあるから。 記載なし 自治会館や集会所を柔軟に活用する。 を
追加。

防災安全課 修正  意見 踏   修
正しました。

記載なし ② 自治会館や集会所の災害時の自主的な活用
の可能性について地域で検討する。

2



基本計画総論
基本計画各論 修正前 修正後

№
対象箇所 意見 対応
章番号 項目番号 内容

(修正理由  )
※具体的な修正提案 担当課 対応 意見 対  考 方 修正前 修正後小分野 細分野・項目

12 基本計画各論 141 防災 地域防災計画は、本市の災害対策、防災・減災対策の根
幹         災害 頻発化 懸念      行
政５年間 主 取組 中 （法 則 ）毎年度見直  
行   （行      ） 明記        本市 更
なる防災・減災対策の推進及び防災会議の充実等に努め
ることを示すべき。

記載なし 毎年度 地域防災計画 見直  行 防災安全課 修正  意見 踏   修
正しました。

記載なし ③１ 毎年度 生駒市地域防災計画 見直   
らなる防災・減災対策の推進及び防災会議の充
実に努めます。（防災安全課）

13 基本計画各論 142 消防 ② 現況と課題 課題として記述。 消防力 強化    消防力 強化 求        消防本部総
務課
警防課
消防署

修正  意見 踏   修
正しました。

■1段落目
 近年 大規模地震 発生 災害 多様化等消
防 取 巻 環境変化 対応     高度 知
識 技術 持 合   消防職員 育成  資機
材の整備等を行  本部・署・団の消防力 強化
します。

■1段落目
 近年 大規模地震 発生 災害 多様化等消
防 取 巻 環境変化 対応     高度 知
識 技術 持 合   消防職員 育成 ともに、
資機材の整備等を行     本部・署・団の消防
力 強化     求       。

14 基本計画各論 151 生活安全 ① ①5 前回資料 4‐2‐1 記載内容 反映 ①5違法駐車等防止重点地域（生駒駅 
東生駒駅周辺）において、交通指導員によ
 違法駐車等 巡回 防止啓発活動 行
います。

①5警察等関係機関 連携  違法駐車
等防止重点地域（生駒駅・東生駒駅周
辺）等     違法駐車等 巡回 防止
啓発活動 行    

防災安全課 修正  意見 踏   修
正しました。

①５ 違法駐車等防止重点地域（生駒駅 東生
駒駅周辺）     交通指導員   違法駐車
等の巡回・防止啓発活動を行    （防災安全
課）

①５ 警察等関係機関と連携し、違法駐車等防
止重点地域（生駒駅・東生駒駅周辺）におい
  交通指導員   違法駐車等 巡回 防止啓
発活動を行      市営駐車場 利用促進 
図ります。（防災安全課）

15 基本計画各論 151 生活安全 ② ②5 犯罪は多様化しており方針として特殊詐欺に限定する必要
はない。

②5特殊詐欺による・・ ②5特殊詐欺等による・・ 防災安全課 修正  意見 踏   修
正しました。

②５ 特殊詐欺による被害防止に取り組みます。
（防災安全課）

②５ 特殊詐欺等による被害防止に取り組みま
す。（防災安全課）

16 基本計画各論 211 母子保健 ② 現状と課題 日本語として適当でない。 地域での子育てを守るため・・ 地域の子育て環境を守るため・・ 健康課 修正  意見 踏   修
正しました。

■1段落目
少子化 核家族化 進行 地域      希薄
化等、親子を取り巻く環境が厳しくなる中、地域の
つながりを強め、地域の子育てを守るために、ボラン
ティア等の支援者を増やしていくなど、今後さらに子
どもを安心して産み育てることのできる環境を整える
ことが喫緊の課題です。

■1段落目
少子化 核家族化 進行 地域      希薄
化等、親子を取り巻く環境が厳しくなる中、地域の
つながりを強め、地域の子育て環境を守るために、
ボランティア等の支援者を増やしていくなど、今後さら
に子どもを安心して産み育てることのできる環境を整
えることが喫緊の課題です。

17 基本計画各論 212 こども・子育
て支援

① ①2 具体的事業も想定されており、保育サービスの充実は検討
段階になく、実施段階にある。

保育サービスの充実に向けて検討します。 保育サービスを充実します。 こども課 修正  意見 踏   修
正しました。

①２ 保護者のニーズに合わせた保育事業を継続
するとともに、さらなる保育サービスの充実に向けて
検討します。（こども課）

①２ 保護者のニーズに合わせた保育事業を継続
するとともに、さらなる保育サービスを充実します。
（こども課）

18 基本計画各論 212 こども・子育
て支援

③ 現状と課題 日本語として適当でない。 子育てを地域で支え合う環境が希薄になる
中

互  支 合    地域 子育  行 
力 弱   中 

子育て支援
総合センター

修正  意見 踏   修
正しました。

■2段落目
また、子育てを地域で支え合う環境が希薄になる
中 子育 世帯 孤立化 防止  必要    
す。

■2段落目
また、子育てを地域で支え合う意識 関係性 希
薄   中 子育 世帯 孤立化 防止  必要
があります。

19 基本計画各論 332 歴史・文化
振興

① 現状と課題 課題 対  現状認識    様々な・・必要があります。 本市では、各地域に豊かな歴史と伝統文化
資源が存在していることから、様々な施設等
が拠点となり、これらの地域資源を活用し
た・・・必要があります。

生涯学習課 修正  意見 踏   修
正しました。

■1段落目
様々な施設等が拠点となり、地域の歴史や伝統文
化を活用した取組 保存 継承等 行    必要
があります。

■1段落目
本市では、各地域に豊かな歴史と伝統文化資源
が存在していることから、様々な施設等が拠点とな
り、これらの地域資源を活用した取組や保存・継承
等 行    必要      
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20 基本計画各論 412 都市づくり ① 現状と課題 文章の繋ぎ方として適当でない。 さらには・・・・
また・・・・

また・・・・
さらには・・・・

都市計画課 修正  意見 踏   修
正しました。

■2 3段落目
さらには、人口密度 低下 空 家 増加   
都市     化 進行 危惧         
 合理的 土地利用         推進   
ましたが、今後は、商業･産業機能の集積･誘導の
他 地域 状況 応  適切 土地利用 必要
です。
また、市街化区域内 農地      宅地化 
べきものとして位置付けられていましたが、貴重な都
市空間として保全の重要性が高まっています。生駒
 最大 魅力   豊  自然 田園環境 減
少に対する一層の取組が必要となります。

■2 3段落目
また、人口密度 低下 空 家 増加   都市
     化 進行 危惧          合
理的 土地利用         推進      
が、今後は、商業･産業機能の集積･誘導の他、
地域 状況 応  適切 土地利用 必要   
さらには、市街化区域内 農地      宅地化
すべきものとして位置付けられていましたが、貴重な
都市空間として保全の重要性が高まっています。生
駒 最大 魅力   豊  自然 田園環境 
減少に対する一層の取組が必要となります。

21 基本計画各論 412 都市づくり ② 行政 ５年
間の主な取
組

南生駒駅周辺を地域拠点と位置付けながら、具体的記述
がないのは矛盾ないし軽視である。「拠点」の中に含んでお
り、とされているが、この記述では分からない。せめて、拠点が
何かわかる記述にすべき。

     魅力  拠点      魅力  都市拠点 地域拠点
枠外に都市拠点、地域拠点の説明を追
記。

都市計画課 修正  意見 踏   修
正しました。

②１      魅力  拠点 形成 図  地域
特性を活かしたまちづくりを推進します。特に、学研
北生駒駅周辺           構想 実現 
むけ、地権者、事業者、自治会等の関係者とまち
づくりを進めます。（都市計画課･事業計画課）

②１      魅力  都市拠点（生駒駅 東
生駒駅周辺地域）及 地域拠点（学研北生駒
駅周辺地域、南生駒駅周辺地域）の形成を図
り、地域特性を活かしたまちづくりを推進します。特
  学研北生駒駅周辺           構想
の実現にむけ、地権者、事業者、自治会等の関係
者とまちづくりを進めます。（都市計画課･事業計
画課）

22 基本計画各論 412 都市づくり ③ ③5 大学院大学との連携した学校今日引く事業は特色ある教
育として学校教育で取り上げるべき。
都市づくりの中では産学連携など学研都市の本来の都市づ
くりへの役割発揮を方針に据えるべき。

③5奈良先端科学技術大学院大学  2‐2‐1学校教育に移動、あるいは削除
③5奈良先端科学技術大学院大学 活用
した産学連携、企業誘致等の産業振興策
に取り組みます。

都市計画課 修正  意見 踏   修
正しました。

③１ 有識者 関係機関 地権者 市民等 交 
  新       検討組織 立 上  超   
 社会         目指   全体土地利用
計画等 段階的整備等    検討  民間事
業者が参画可能な計画を策定します。（学研推
進室）

③５ 奈良先端科学技術大学院大学 連携  
行    学校教育事業等 継続 充実 図  
す。（教育指導課）

③１ 有識者 関係機関 地権者 市民等 交 
た、学研高山地区第２工区の新たなまちづくり検
討組織 立 上  奈良先端科学技術大学院大
学等との連携による超スマート社会をリードするまち
 目指   全体土地利用計画等 段階的整備
等    検討  民間事業者 参画可能 計
画を策定します。（学研推進室）
③５ 削除

23 基本計画各論 421 道路 公共
交通

③ ③1 地域公共交通網形成計画の検討・策定が予定されてお
り、課題にも公共交通のあり方の検討の必要性が記載され
ていることから、方針として明示するべき。

③1生駒市地域公共交通活性化協議会を
運営します。

③1生駒市地域公共交通活性化協議会に
おいて今後の公共交通の在り方について検
討します。

防災安全課 修正  意見 踏   修
正しました。

③１ 生駒市地域公共交通活性化協議会を運営
します。（防災安全課）

③１ 生駒市地域公共交通活性化協議会を運営
し、今後の公共交通のあり方について検討します。
（防災安全課）

24 基本計画各論 431 低炭素・循
環型社会

③ ③1 具体的な取組に建築課が記載されており、整合が必要。 ③1・・・（環境モデル都市推進課） ③1・・・（環境モデル都市推進課、建築
課）

建築課 修正  意見 踏   修
正しました。

③１ 住宅等 省  化 進    （環境モデル
都市推進課）

③１ 住宅等 省  化 進    （環境モデル
都市推進課・建築課）

25 基本計画各論 511 都市活力
創造

② ②1 公民連携窓口 運用    整備   誤解 与   ②1公民連携 窓口 設置       運
用ルールを整備します。

②1公民連携 窓口 設置       公
民連携 係 運用    整備    

    魅力
創造課

修正  意見 踏   修
正しました。

②１ 公民連携 窓口 設置       運用
    整備    （    魅力創造課）

②１ 公民連携 窓口 設置       公民連
携に向けた運用ルールを整備します。（いこまの魅
力創造課）

26 基本計画各論 612 情報提供・
情報利活
用

① 行政 ５年
間の主な取
組

生活に限定している意味が分からない。 ①３ 市民 生活 必要 情報    ①３ 市民 必要   情報    広報広聴課 修正  意見 踏   修
正しました。

①３ 市民 生活に必要な情報を入手できるよう、
情報媒体の多様化を進めます。（広報広聴課）

①３ 市民 必要 情報 入手      情報媒
体の多様化を進めます。（広報広聴課）
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